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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・12/24(月)デイケアの祝日プログムの内容を今月中には決めること。
・クリスマス忘年会について、企画書の決済が下りている。日程は、デイナイトケアは12/24（月）、デイケアは12/25（火）となる。
・1月には疾患別診療計画書の提出があるので、作成を進めていくように。

・1/19(土)大掃除予定。

・12/30(日)納会

・1/4(金)互礼会

・節約推進・物流管理委員会より、暖房の設定気温は22℃～23℃ですので、守るようにすること。
＜研修案内＞
〔内部研修〕
・12/3（月）看護内グループ研修　テーマ「緊急対応」　メンタル3階会議室　

講師：本川Ns

〔外部研修〕

・11/21（水）19：00～　八戸精神科医会

場所：八戸パークホテル　3Fロイヤルホール　対象：医師、薬剤師、スタッフ

・11/27（火）青森県精神病院・診療所協会　第3回研修会

「口腔ケアとオーラルフレイル予防、機能的介入技術」を学ぶ

・12/9（日）9：30～16：00　臨床精神医学研究会
場所：コラッセふくしま　401会議室　参加費：3,500円　申込み締切：12/6（木）
・12/12（水）13：00～15：30　青森県若年性認知症自立支援ネットワーク研修
場所：青森観光物産アスパム5階　あすなろ
・1/27（日）10：00～17：00　自殺未遂者ケア研修（精神科救急版）
場所：東京都　大手町ファーストスクエアカンファレンスRoom D
対象：医師、看護師、精神保健福祉士など　申込み締切：11/20（火）までに佐藤AOMへ

＜提出期限＞

・11/20（火）12月分テキスト
＜青明舎登録者情報交換＞

・鈴木　知子様～本人より連絡があり、デイケアを休んだ為、青明舎をりようしたいとの連絡がある。入浴の為に利用してみるよう勧めると、来所はしているが、入浴はしていない。

・高柳　和子様～11/14（水）訪問実施。体調を確認すると頭痛が続いていると話している。理由について本人は服用時間が早いからではないかと考えているとのこと。頭痛に対して、リスパダールを飲んでいると話している。また、就寝前薬を飲まずに寝てしまい、起きた時に焦って飲んだこともあったと話しており、主治医に相談していないとのこと。11/15（木）電話連絡があり、デイケアを休み青明舎を利用すると話していたが、来所はしていない。
　　　　　　　→寂しくなると家族等に電話連絡する傾向があり、一人で暮らすよりもグループホームの様に集団で過ごす方が本人には向いている可能性が窺える。グループホーム世話人に空き部屋を確認すると、問題ないとのことで、今後本人より寂しさ等の訴え聞かれた際には本人にグループホームの利用を勧めてみることとしている。
・松川　順子様～テレビが映らなくなったとの電話連絡があり、口調から不穏な様子が窺えた為、自宅を訪問している。アンテナによる故障が考えられる為、大家に連絡してみるよう伝えるが、大家が来ても状況は改善しなかった。テレビが直るまでの間、青明舎よりラジオを貸し出しているが、11/17（土）にはテレビは復旧出来ている。11/18（日）訪問、金銭管理は問題なく買い物内容に変化はない。青陽館内での飲水はスタッフに促され少しずつ出来るようになったと話しているが、入浴後にかんしてはまだ行えていないとのことで、入浴後もしっかり水分補給するよう伝えている。衣服に関しては、上着の洗濯を行っていないとのことで、今週中に行うよう助言、半そでのTシャツをいまだに来ている為、長袖に変えるよう伝えている。また財布が壊れたとの訴えがあり、補修すると、財布内にキャッシュ機能付きのカードが三枚見つかっている。年会会員費が必要なものも入っており、解約の手続きを必要としている。以前から購入を考えていた掃除機については11/27（月）にあっぷるハートより資金を用意してもらうこととしている。その際にキャッシュカードについても相談するよう伝えている。

・森田　清助様～訪問の際に体調を尋ねると不調等は無く、週に2、3回はラピアに出かけたり図書館に行くと話している。奇数月は年金が入る月であり、以前より金を借りに来る知人が今月に家へ来るのではないかと心配しており、何かあった際には直ぐに連絡するよう伝えている。
・船場　幸子様～17日に来所。整形外科にてナパゲルン軟膏が処方され塗布しているが右側大転子部の痛みは継続していると話し、おくでら整形外科を受診する予定であるとのこと。便秘について話しており、主治医との面談時にシンラックを処方してもらえなかったと話している。
・我満奈津紀様～11/17（土）訪問実施。一週間デイケアを休まなかったと話しており、本日は疲労の為、自宅でゆっくり休むと話している。就労に関して、は、就労継続支援A型を経て一般就労を目指しているとのこと。引っ越しが全額自己負担なのが大変であると話しており、沢里にある二階建てアパートへの引っ越しを考えていると話している。娘様の為に着物をレンタルしていたが、月々の支払いが15,000円となっており、現在問題なく支払えているとのことで、金銭管理について記帳するよう助言している。
・浅坂　政美様～11/18（金）訪問実施。自宅での生活に問題なく、体調や服薬等も問題なく過ごせているとのこと。
・平　　京子様～11/18（日）訪問実施。国民健康保険に加入となったと、保険証を見せながら話している。年金は16万円は行っており、当院診療代やデイケアの利用費がいくらかかるかが気になることや金額次第で利用頻度を変えたいと話しており、病院SWやデイケアスタッフに相談してみる様助言している。
　　　　　　　→デイケアにて金額に関して変わらないことを説明しているが、理解できていない様子が窺えていることを青明舎に情報提供している。

・若松　邦生様～11/8（日）電話連絡があり、デポ剤投与の際に痛みがあり、勉強がスケジュール通りに行えなかったと話し、その結果焦って勉強してしまい頭に入らないとのこと。就労先でも上手く行かず自分の中でモヤモヤしてしまい叫びたくなってしまうと話している。余裕のある計画を立て、優先順位をつけやることを絞り、時間の枠組みを設けてみる様助言している。
・佐羽内裕亮様～当施設スタッフより情報提供しており、最近、母様が同居中の妹様（佐羽内様からすると伯母）に対し、声を荒げる等の行為があり、本人に対しても口調強く注意をすること等があり、ストレスが溜まるとの訴えがデイケアで聞かれている。グループホームへの入居を提案しているが、本人の考えとしては就労支援A型を利用し一般就労へ移行した際にアパートへの入居を考えており、グループホームへの入居は考えていないとのこと。母様の行動に関しても、本人の能力としてはバス等の利用で来所が可能ではあるが送迎をしており、就労先へも同様のことをしており、過干渉な印象が窺えている。グループホームへの入居に関しては問題ないとのことである為、グループホームへの入居を再度勧め、本人の希望が聞かれた際には手続きを進めていく事としている。
＜グループホーム入居者情報交換＞
・淡路智恵子様～義姉が高齢で転倒が多く不調が続いており、今後の保証人について心配している。以前妹様に保証人を断られたとのことで、姉様の容態についても不安で聞いていないと話している。健康診断での心電図の結果が要再検査となっており、世話人同行予定。
・冨田　紀子様～健康診断にて腎機能・聴力が要再検査となっており、主治医に相談した結果、加齢が原因であることが考えられる為、様子観察でも問題ないとの説明がある。本人も様子観察を希望している。
・繁名　和恵様～重度心身障害者医療費受給者証の手続きを行っている。

・豊川　明男様～最近デイケアの利用率が下がっている為、グループホームでもデイケアへの来所を促していくこととしている。
・中村与一郎様～ケア担当者会議を実施。本人から就労継続支援B型施設「カシオペア」の利用希望があり、今後利用に向けて手続き等を行っていくこととしている。

・関　　秀治様～11/16（金）モニタリングを実施。金銭管理を実施すると25～30万円程貯金を切り崩しており、詳細を確認すると食費に宛がっていたとのこと。新しいグループホームに入居した際に金銭感覚が掴めずにいたが、現在は掴めて来ている為大丈夫であると話しているが、最近表情の暗さが窺えている。上記トラブルがあった為、今後金銭管理に世話人も介入していく予定であるとのこと。

・番沢　政勝様～健康診断の結果、肝機能にて要再検査となっており、鹿内内科にて肝炎ウィルス検査を実施。結果は11/30（金）結果がわかるとのことで世話人同行で説明を受けてくる予定となっている。
・若松　邦生様～金銭管理を実施、貯金は95万円と計画通りに貯めることが出来ている。本人は10万円を使いタブレットの購入を希望しており、母様には内緒に進めたいと話している。現在携帯電話は母様の名義で契約している為、一度母様と相談するよう助言、また以前SNSを利用の際に携帯電話を破壊する等のトラブルもあった為、SNSの利用はしないよう重ねて助言している。以前、ケーキ屋での委託事業で上手く出来ず落ち込んでいたことはあったが、最近はグループホームで落ち込んでいる様子はないとのこと。ただ、整容面（髪や髭について）での注意を受けることがあり、就労先に行く前に髭剃りや整髪を念入りに行っている。デポ剤注射に関しては、ナイトケアにて主治医に相談するよう伝えているが、主治医のペースで話が進み相談ができないとの訴えがある。世話人からの情報提供では半年近く前から同様のことが続いており、理由についても同様に答えており他者へ責任転嫁している様子があるとのこと。世話人からも強く促していくこととしている。

・田名部浩平様～血液検査にて要再検査となっており、次回受診時に血液検査を行う予定となっている。
・大下　伸治様～健康診断にて肝機能が要再検査となっており、肝炎ウィルス検査を実施予定。主治医からは再検査の必要性はないとの説明があったが、本人からの希望があり、実施に至っている。

・村上　元道様～宗教に関する手続きがある為、近いうちに青森市へ行きたいとの話があったとのこと。妹様が現在母様と同じアパートに住んでいるとのこと。
＜利用者様情報＞
デイケア
・上川原　豊様～来所時より表情の硬さがあるが、他利用者様と会話する際は笑顔が見られる。左胸のしこりの経過観察の為、11月に八戸赤十字病院受診との事であった為予定を確認すると、22日との事で忘れていた様子がある。プログラムは普段通り参加出来ている。引き続き午後の様子を観察していく。
・川口八寿子様～先週金曜日に母様が血圧高値で体調を崩して動揺したが、付き添う等対処が出来たと報告している。その際に家事など行い、何とか出来た事を話しており、母様も安心した様子だったとのことで対処できたことを評価している。今後、対処できない事があれば相談して欲しいことを伝えている。
・川口　尚良様～担当スタッフとの会話の中で、週末飲酒要求が強くなったと話す為、内容を確認すると詳細を話すことはないが、要求が治まるのを我慢して乗り切ったと話している。別なスタッフへも飲酒欲求に関して話しており、「この前飲酒欲求があって、勝負すると負けちゃうけど、勝負しないで何とか乗り切れた」とのこと。詳細を話すことはないが、自身で対処できていることを評価し、何か気になることがある際には相談して欲しいことを伝えると「そうする」と話している。
デイナイトケア
・板橋　利美様～青風荘から情報提供があり、先週から食事摂取量が減少しているが、昨日の青風荘のレクリエーションでは全量摂取。昨日の夕食の主食等は1/2、本日の朝食の主食は1/2、主菜は殆ど残したとのこと。本日のデイナイトケアでは、プログラムの合間を見て体重測定しているが体重についての訴えはない。昼食の主食は2/3、主菜・副菜等は全量摂取。午後の様子や夕食の摂取量を確認していく。
・倉橋　生子様～青風荘から情報提供があり、依然として「私物を盗られた」等の被害的発言や気分の高さが認められている。昨日の午前中にスタッフへ「妹が電話に出ない」「スタッフが妹に電話かけてちょうだい」と話すことがあった。また昨夜に本日のデイナイトケアの欠席希望があり、欠席理由として「なんか調子悪いんだよ」と話し、再三の促しを要している。今朝は多弁や独語が認められたというが、デイナイトケアでは上記行動や積極的な他者交流はなく、作業療法に折り紙手芸をして過ごしている。用事がある時以外はスタッフにも話し掛けてくることはなく、表情を観察すると、やや硬さが見られ、時折眼光を鋭くさせて吉田キクエ様を見ていることや、特定スタッフから挨拶すると無視することがあった。引き続き様子観察していく。
・鈴木真知子様～青風荘から情報提供があり、金曜日の帰荘時に自宅への帰宅要求があったが、スタッフの声掛けにより帰荘していた。居室から出ることはなく、食事や日課を取り組んでいる表情は冴えない。次姉へ連絡したが他愛のない話をしていた。再三の介入により昨夜の日課に取り組んだとのことで、介入時のバイタルサインは血圧109mmHg/75mmHg、脈拍77回/分。今朝も冴えない表情で時折外を眺めていた為、無断離館しないよう見守りの強化を依頼されている。本日のデイナイトケアでも表情は冴えないが、特に不調等の訴えはなくプログラムには参加できている。引き続き様子を観察していく。

ナイトケア
＜事例検討＞
カンファレンスシート（　平　京子　様）

実施日：H30年11月19日（月）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当：鳥谷部

検討内容　目標･計画の再検討

	氏名
	平　京子　様
	性別
	女
	年齢
	64
	生年月日
	S29.5.10

	主病名
	統合失調症
	合併症
	糖尿病、高血圧症

	治療方針（医師の指示）
	① 基本的生活習慣病の習得

② 身体機能の維持・向上

③ 対人関係の改善

④ 作業能力・持続性の向上

⑤ 病識を見に付ける

	本人希望
	病状が悪化せず、現在の生活を続けて行きたい。

	家族希望
	再入院せず、現在の生活を続けてほしい。

	入院歴
	計　2回（最終：H16年4月26日～H20年6月1日）

	通所歴
	　　1回目

今回：　H20年6月2日～現在　　（月・火・木週3回）＊9/10～

	その他サービス利用
	青明舎・訪問看護・青南病院外来

	住居：アパート単身
	家族構成：（同胞4名の第３子）
保護者は兄：平則夫様、埼玉県在住
　　　　姉：千葉県在中

	利用制度
	精神保健福祉手帳2級
	年金：老齢

厚生年金
	他（自立支援）



【目標・治療計画（現在）】

	長期目標（1年後達成見込み）
	中期目標（半年後達成見込み）
	短期目標（3ヵ月後達成見込み）
	治療計画

	精神的にも身体的にも病状を崩さず、地域生活を維持できる。
	①服薬の必要性を理解し、服薬管理をしっかりと行う。
	①忘薬をしないようにする。
	①忘薬、怠薬は病状を崩す原因となる事を理解し、確実な服薬を行う。服薬について本人がどのように理解しているのかを確認し、疾病や服薬についてアプローチを行う。

	
	②通所の必要性が理解できる。
	②定期的な通所を継続する。
	②通所利用の必要性について理解を深め、定期的な利用を継続する。職員は本人とともに通所利用の目標・目的を振り返り、理解できるよう支援する。

	
	③糖尿病やコレステロール値が正常範囲内になり、糖尿病の合併症の悪化を予防する。
	③野菜中心の食生活や定期的な運動を心がけ、数値が正常値に近付くようにする。
	③毎食必ず野菜を取り入れるようにする。職員とともに自宅やデイケアでの食事内容を確認し、スタッフと一緒に作りやすい食事メニューを考え、実践する。

来所時には運動プログラムへ参加し、運動を習慣付けられるよう促していく。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	①忘薬をしないようにする。
	・服薬管理では忘薬、怠薬なく、確実に行えている。疾病教室には参加し、積極的に発言しているが、検査数値から糖尿病に関する病識は確立されていない様子が見られている。
	現状では服薬管理は問題なく行えているが、今後も怠薬や忘薬のない様、確認を行いながら関わっていく必要があるが、精神症状の変化、悪化はない為、目標変更とする。

	②定期的な通所を継続する。
	・利用率は5月：52.6％　6月:76.5％　7月：66.7％　8月:50％　9月:78.6％　10月：78.6％理由については、月末は市役所や銀行利用、眼科受診等となっているが、週1回は友人と会うという時もある。7月に体調を崩す事があり、デイケアへ行く途中で具合が悪くなるから辞めたい、回数を減らしたいと話すことがあり、主治医へ相談し許可となる（月・火・木の利用）複数の欠席理由を1日で済ませてみるよう助言をするが受け入れることはない。通所の必要性や意味について生活リズムを確立するためであることを伝えているが、「今までも聞いていますのでわかっています」と話している。

・来所時はプログラム中の発言もあり、積極的に参加している。


	定期的な通所利用はできており、プログラムへの参加には拒否はないものの、欠席することがある。利用日が変更になってからは、休むことが減っている。通所の必要性や意味について生活リズムを確立するためであることを伝えつつ、利用率が低下しないよう、本人と話し合い新たな目標･計画を設定していく。

	③野菜中心の食生活や定期的な運動を心がけ、数値が正常値に近付くようにする。
	・身長154cm体重は45.6kg(BMI19.2)台で変動があっても1㎏程度で経過。来所時、採血前には結果を気にして食事を少量で済ませる等、カロリーの低い物で済ませている。毎日、朝食はﾄｰｽﾄ・茹で卵･ﾎﾟﾀｰｼﾞｭ・牛乳・ﾐﾆﾄﾏﾄ、昼食は、ｽｰﾌﾟ春雨･ﾖｰｸﾞﾙﾄ・ｺｰﾋｰ、夕食は、ご飯・刺身、野菜類を摂取し1日トータルでバランスを考えて食事摂取しているとのこと。間食（菓子類･ｼﾞｭｰｽ）は摂取していないと話している。毎食の食事バランスを見ながら、簡単な野菜料理を説明している。

・デイケアの栄養指導プログラムには、メモをとることや発言することも多く、積極的に参加している。

・問診時、担当医より栄養指導を受けるよう説明を受けるが、デイケアプログラムで受けているため必要ないと断っているとのこと。スタッフより、デイケアプログラムの栄養指導とは違うことを説明し担当医に情報提供している。

・血液検査の結果では、H30.10月　HbA1c：6.4％↓、血糖：939mg/dl・TC:259・HDLC:83・LDLC:149・TG1766。運動プログラムに関しては、参加するが、動きは少ない。食事内容に関しては、今後も面談を通して聞いていく。
	糖尿病、高血圧症の合併症があり、内服薬処方となっているが、食生活や運動不足により、HbA1cが高値となっている。スタッフの助言に対しても、なかなか受け入れない面はあるが、糖尿病に起因する合併症予防のためにも、運動の習慣付け、食生活の見直しをしていく。

また、自宅での生活状況についても、適宜、関係機関(青明舎)と情報交換を行っていく。



＜その他情報＞
・保護者の兄に連絡がつかず、アパートを更新できないと話し、スタッフの助言も聞かずに実家の桔梗野に住めるか確認に行ったが、住めない状態であったという。姉様が保証人へなる事で承諾を得て、手続きをした。
・預貯金があった為、返金（17万円）その後、不足していたと生活保護の担当者から連絡があり、1万5千円支払い、生活保護受給が停止となっている。返金に関する封書は無いと言う為、生活福祉課へ問い合わせをしていく。アパート代と光熱費で5万円位であり、残り5万円で生活したいと話すが具体的な貯金額は教えてくれない。
11/8国民健康保険証が届いたとの事で確認している。支払い通知書はまだ届いていないと言う為、届き次第確認したい旨を伝え了解を得ている。

【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標（1年後達成見込み）
	中期目標（半年後達成見込み）
	短期目標（3ヵ月後達成見込み）
	治療計画

	精神的にも身体的にも病状を崩さず、地域生活を維持できる。
	①金銭面や生活面の相談ができる。
	①自ら金銭面、生活面の相談が出来るようになる。
	①金銭面、生活面で困窮する前に相談ができ、突発的な行動をしないようにスタッフは状況を確認し、必要に応じ助言する。

	
	②通所の必要性が理解できる。
	②定期的な通所を継続する。
	②通所利用の必要性について理解を深め、定期的な利用を継続する。職員は本人とともに通所利用の目標・目的を振り返り、理解できるよう支援する。

	
	③糖尿病やコレステロール値が正常範囲内になり、糖尿病の合併症の悪化を予防する。
	③野菜中心の食生活や定期的な運動を心がけ、数値が正常値に近付くようにする。
	③毎食必ず野菜を取り入れるようにする。職員とともに自宅やデイケアでの食事内容を確認し、職員と一緒に作りやすい食事メニューを考え、実践する。

来所時には運動プログラムへ参加し、運動を習慣付けられるよう促していく。


